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亮

｀
ご
挨
競

馨
晨

世
界
的
な
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス」
の
感
染
拡
大
に
加
え
て
欧
米
中
心

に
「
サ
ル
痘」
の
出
現 、

更
に
は
地
球

規
模
で
の
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
の
多

発 、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略 、

安
倍
元
首
相
の
暗
殺
事
件
等
々 、

国
内

外
で
深
刻
で
気
が
か
り
な
情
勢
・

事
件

が
続
く
こ
の
頃
で
す 。

会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
ご
健
勝
で
お
過
ご
し

の
こ
と
と
存
じ
ま
す 。

平
素
は
「
き
ょ

う
か
ん」

活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
を
い

た
だ
き
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す 。

一
昨
年
秋
開
催
予
定
だ
っ
た
第
十
六

回
総
会・
懇
親
会
は 、
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
と
さ
せ
て
い

た
だ
き 、

代
わ
り
に
書
面
表
決
で
議
案

を
議
決
．

承
認
い
た
だ
き
ま
し
た 。

（
詳
細
は
昨
秋
の
臨
時
増
刊
号
で
報
告
済
み）

さ
て 、

今
年
の
総
会
・

懇
親
会
は
下

記
ご
案
内
の
日
程
に
て
開
催
を
予
定
し

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す 。

皆
様
と
は

四
年
ぶ
り
の
対
面
・

再
会
と
な
り
ま
す

の
で 、

お
忙
し
い
と
は
存
じ
ま
す
が
一

人
で
も
多
く
の
会
員
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す 。

次
に 、

関
東
地
区
同
窓
会
の
現
況
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す 。

登
録
会
員
数
は

三
九一
名
で
す
が 、

宛
先
不
明
者
や
逝

去
者
を
引
い
た
実
質
人
員
は
三
四
三
名

で
漸
減
傾
向
に
あ
り
ま
す 。

主
な
活
動
は 、

毎
年
発
行
の
会
報

「
き
ょ
う
か
ん
」

に
よ
る
情
報
提
供 、
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二
年
毎
開
催
の
総
会・
懇
親
会
に
よ
る

連
帯
感
の
醸
成 、

東
北
支
部
や
関
東
萩

友
会
（
全
学
同
窓
会）

と
の
連
携
活
動

等
で
あ
り
ま
す 。

着
実
に
歩
を
進
め
て

い
る
関
東
地
区
同
窓
会
で
す
が 、

近
年 、

会
員
の
裔
齢
化
に
伴
う
減
少 、

若
手
会

員
の
発
掘
拡
大
の
苦
戦
等
の
課
題
に
直

面
し
て
い
ま
す 。

会
員
の
拡
大
に
つ
い
て
は 、

役
員
が

率
先
垂
範
で
努
力
す
る
こ
と
は
勿
論 、

同
窓
会
本
部・
東
北
支
部
と
の
連
携
も

一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す 。
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す 。

母
校
東
北
大
学
は 、
一
九
0
七
年
の

創
立
で
今
年
百
十
五
周
年
・

総
合
大
学

百
周
年
を
迎
え
ま
す 。

我
が
教
育
学
部

は 、

令
和
三
年
発
行
の
臨
時
増
刊
号

の
「
教
育
学
部
の
歴
史」
で
紹
介
し
た

よ
う
に 、
一
九
三―一
年
に
前
身
と
な
る

教
育
学
講
座
が
法
文
学
部
に
設
置
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す 。
一
九
四
九
年

（
 

「川

内

キャンパスの教育学部棟」
春の青葉の風景

※「 ドロ ー ンで母校の各キャンパスを巡ってみましょう！」
パ ‘ノコンの検索で「ドロ ーンで見る東北大学」と入力し、 検索してください。

公
布
の
「
国
立
学
校
設
置
法」

に
よ
り 、

旧
制
宮
城
師
範
学
校
（
青
年
師
範
学
校

を
含
む）

を
包
摂
し
て
新
制
東
北
大
学

の
一
学
部
と
し
て
発
足
し
ま
し
た 。

そ

の
後一
九
六
五
年
教
員
養
成
課
程
の
宮

教
大
へ
の
分
離 、
一
九
九
八
年
大
講
座

化
へ
の
改
革
を
経
て
現
在
に
至
り
ま
す 。

卒
業
生
も
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
お
り 、

心
強
い
限
り
で
す 。

研
究
第一
主
義
・

門
戸
開
放
・

実
学
尊
重
の
建
学
理
念
に

基つ
き
母
校
が
こ
れ
か
ら
も
一
層
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り

ま
す 。皆

様
も
ぜ
ひ
一
度 、

懐
か
し
い
仙
台

に
足
を
運
び
母
校
を
訪
れ
て
み
て
く
だ

さ
い 。

元
気
が
出
る
事
を
請
合
い
ま
す 。
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◆第17回東北大学教育学部関東地区同窓会総会・懇親会のこ案内
前回実施予定だった第16回関東地区同窓会総会・懇親会は、 コロナウィルス感染防止の観点から残念ながら中止とさせていt

きました。今年は4年ぶりに下記日程にて開催いたします。 懐かしい青春時代を共に「杜の都・仙台」で過ごされた同窓生の皆様
が一堂に会し、 旧交を温め、交流の輪を拡げる絶好の機会です。 ご多用とは存じますが、 一人でも多くの会員の方々がご出席いた
だきますようご案内申し上げます。

なお、 出欠のご返事は、遅くとも10月20日（木）まで、同封の葉書で事務局あてお寄せ下さい。
東北大学教育学部関東地区同窓会会長

●開催日

●会 場

記

2022年（令和4年）11月6日（日）

麗澤大学東京研究センタ ー

13時より

（詳細は2ページをご覧下さい）

星 永揚
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置

本
年
4
月
よ
り

研
究
科
長・
学
部

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
野
D
で
ご
ざ

い
ま
す 。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す 。

私
自
身 、
一
九
八
0
年
（
昭
和
55
年）

入
学
し
た
教
育
学
部
の
卒
業
生
で
ご
ざ

い
ま
す 。
も
と
も
と
は
関
東
の
出
身
で

す
の
で 、
地
元
に
戻
っ
て
い
れ
ば
今
頃

は
関
東
地
区
同
窓
会
の
お
世
話
に
な
っ

て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が 、

学
部
卒

業
後
は
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
前
期

課
程
及
び
後
期
課
程 、
そ
し
て
助
手
と 、

計
14
年
間
に
わ
た
り
川
内
で
過
ご
し
て

ま
い
り
ま
し
た 。
そ
の
後
も 、
川
内
か

ら
少
し
山
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
宮

城
教
育
大
学
に
20
年
と
半
年
ほ
ど
お
り

ま
し
て 、
二
0一
四
年
の
十
月
よ
り
再

び
教
育
学
研
究
科
で
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
も
の
で
す
か
ら 、

残
念
な
が

ら
関
東
地
区
同
窓
会
の
皆
様
と
は
お
目

に
か
か
る
機
会
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し

た 。

総
会・
懇
親
会
に
お
き
ま
し
て 、

皆
様
に
お
目
に
か
か
れ
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す 。

さ
て 、

本
学
の
H
P
等
を
通
じ
て
既

に
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が 、

本

年
は
東
北
大
学
創
立
百
十
五
周
年 、
総

合
大
学
百
周
年
の
年
に
当
た
り
ま
す 。

一
九
二
二
年
に
法
文
学
部
が
設
置
さ

れ 、

総
合
大
学
と
し
て
の
枠
組
み
が

整
っ
て
か
ら
百
年
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す 。
教
育
学
部
が
設
置
さ
れ
た
の
は

一
九
四
九
年
で
す
の
で 、
教
育
学
部
は

こ
の
百
周
年
と
は
直
接
関
わ
り
が
な

い
よ
う
に
思
え
ま
す
が 、

法
文
学
部

の
授
業
が
実
際
に
開
始
さ
れ
た
の
は

一
九
二
三
年
で 、
こ
の
年
に
法
文
学
部

内
に
教
育
学
講
座
が
設
置
さ
れ
て
お
り

ま
す 。
つ
ま
り 、

教
育
学
部
の
ル
ー

ツ

は
法
文
学
部
の
設
置
に
あ
る
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す 。

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り 、

教
育
学

郭・
教
育
学
研
究
科
と
し
て
は 、
こ
の

百
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を 、

卒

業
生
・

修
了
生
の
皆
さ
ん
と
の
繋
が
り

を
い
っ
そ
う
深
め
て
い
く
契
機
と
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す 。
そ
の
よ
う
な
取

り
組
み
の
一
っ
と
し
て 、

本
年
の
一
月

に
「
教
育
学
部・
教
育
学
研
究
科

み

ら
い
の
教
育
研
究
支
援
基
金」
を
創
設

い
た
し
ま
し
た 。
ぜ
ひ
本
学
の
H
P
を

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す 。
ま

た 、

本
年
十
月一
日
に
開
催
さ
れ
る
東

北
大
学
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
に
合
わ

せ
て 、
「
教
育
学
部
交
流
会」
を
開
催

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た 。
こ
れ
は

卒
業
生
の
皆
様
と
在
学
生
が
集
い 、

年

代
を
超
え
て
交
流
し
て
い
た
だ
く

機
会

と
す
る
と
と
も
に 、
在
学
生
に
と
っ
て

は
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
考
え
る
機

会
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
ま
す 。

こ
の
よ
う
な
会
を
設
け
る
の
は
教
育
学

部・
教
育
学
研
究
科
と
し
て
初
め
て
の

こ
と
と
な
り
ま
す
が 、

次
年
度
以
降
も

緑に囲まれた懐かしい

「川内荻ホ ー ル」

継
続
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す 。教
育
学
部・
教
育
学
研
究
科
の
近
年

の
動
向
と
し
て
は 、
二
0一
八
年
に
教

育
情
報
学
研
究
部・
教
育
部
と
の
統
合・

再
編
を
行
い 、

教
育
学
や
教
育
心
理
学

を
ベ
ー

ス
と
し
な
が
ら 、
近
年 、

社
会

の
要
請
が
高
ま
っ
て
い
る
A
I

や
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス 、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
文
理
融
合
的

な
教
育
研
究
体
制
を
い
ち
早
く
整
え
ま

し
た 。
ま
た 、
そ
の
際 、

大
学
院
に
グ

ロ
ー

バ
ル
共
生
教
育
論
コ
ー

ス
を
新
た

に
設
置
し 、
こ
の
四
月
に
は
博
士
後
期

課
程
に
国
際
学
位
コ
ー

ス
（
英
語
の
み

で
学
位
の
取
得
を
可
と
す
る
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム）
を
設
け
る
な
ど 、
グ
ロ
ー

バ

ル
な
教
育
研
究
体
制
の
構
築
に
も
力
を

注
い
で
い
ま
す 。
二
0―
1

0

年一
二
月
末

に
U
N
ES
C
O
バ
ン
コ
ク
事
務
所
と
包

括
的
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し 、

国
際

ウ
ェ
ビ
ナ
ー

等
に
お
い
て
協
力
い
た
だ

い
て
ま
い
り
ま
し
た
が 、

今
年
度 、

同

事
務
所
に
お
け
る
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
初
め
て
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た 。

今
後
も
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で 、
ご
協

カ・
ご
支
援
の
ほ
ど
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

1 第17回東北大学教育学部関東地区同窓会総会・懇親会 I 
日
会
総
講

①
②
③
④
 

時
場
会

演

⑤懇親会
⑥会 費
⑦申 込
⑧問合せ

2022年（令和4年）11月6日（日）13時より(12時30分受付開始）～ 17時
麗澤大学東京研究センタ ー

13時から
13時30分 ＊講師 野口 和人氏（東北大学教育学研究科、教育学部長）

＊

演

題 「東北大学創立百十五周年・総合大学百周年」
14時30分 「三国一 」： （麗澤大学東京研究センタ ー同ビル地階）
5,000円（当日受付にてお支払いください）
10月20日（木）までに、同封の返信用葉書で出欠をお知らせください。
同窓会事務局 長沼 員吾 TEL· FAX 042-656-3484 

.. .（インフオメーション）•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
： 貨講師：野口 和人（のぐち かすひと）氏のプロフィール
: 1961年（昭和36年）7月9日、埼玉県さいたま市生まれ。1980年（昭和55年）東北大学教育学部入学、1984年（昭和59年）3月東北大学教育学部卒業。 ： 

： 同年4月教育学部研究生、1985年（昭和60年）4月教育学研究科博士課程前期入学、1987年（昭和62年）4月博士課程後期3年の課程に進学、1991年（平 ： 
： 成3年）3月博士課程後期3年課程の単位取得。

： 同年4月東北大学教育学部助手、1994年（平成6年）4月宮城教育大学教育学部助教授、2007年（平成19年）4月宮城教育大学教育学部教授。2014年（平 ： 
： 成26年）10月東北大学大学院教育学研究科教授。2022年（平成4年） 4月同大学教育学研究科研究科長（教育学部長兼任）に就任、現在に至る。 ： 

： 食会場：麗澤大学東京研究センター

： 麗澤大学東京研究センタ ー は、 新宿副都心の新宿アイランドタワ ー 4階にあります。
: I所在地I: 東京都新宿区西新宿6-5-1 新宿アイランドタワ ー 4階にあります。
: I電 話I : 03-5323-6196 
: IアクセスI: JR新宿駅西口より徒歩8分 東京メトロ丸の内線西新宿駅下車すぐ上 ： 

： 地図は麗澤大学のHP http:/ /www.reitaku-u.ac.jp／交通案内にあります。
........................................................................................................................................ 
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厨学教
己
置
這
這
ぐ

ょ
う
や
く
収
ま
っ
た
か
に
み
え
た
の

も
束
の
間、

コ
ロ
ナ
第
七
波
は、

今
ま

で
以
上
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
。

し

か
し、

そ
れ
を
物
と
も
せ
ず、

東
北
の

各
種
夏
祭
り
が、

エ
夫
さ
れ
た
感
染
対

策
の
下、

華
々
し
く
開
催
さ
れ、

東
北

人
の
血
を
沸
き
立
た
せ
て
く
れ
た
。

関
東
支
部
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て

は、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
で、

支
部
活
動

に
精
励
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に、

敬
意
を
表
し
ま
す。

東
北
支
部
は、

こ
こ
二
年、

コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り、

各
種
事
業
を
中
止、

又
は

書
面
で
行
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で、

今
年
こ
そ
は、

総
会
そ
の
他

計
画
し
た
事
業
を、

成
功
裏
に
遂
行
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す。

し
か
し、

二

年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
は、

高
齢
で
あ
る
会
員
の
意
識
を
低
下
さ
せ

動
き
も
鈍
く
さ
せ
て
い
ま
す。

他
に
も

前
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に、

支
部
に
は

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す。

そ
こ
で、

支
部
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て、
「
検
討
委
員
会」

を
設
置
し、

方
向
性
を
探
り
始
め
た
と
こ
ろ
で
す。

・

従
前
の
拡
充
方
策
を、

会
費
の
納

入
を
基
に
ス
リ
ム
化
に
転
換
す
る

・

教
育
学
部
の
諸
事
情
か
ら、

同
窓

会
活
動
を
活
発
化
し
て
い
き
た
い

と
い
う
こ
と
だ
が、

兼
ね
合
い
は、

お
願
い
い
た
し
ま
す。

等
々
、

具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら
で
す
が、

検
討
さ
れ
た
こ
と
を
基
に、

支
部
の
将

来
像
を
描
き、

そ
の
具
体
化
へ
の
手
立

て
を
講
じ
て
い
く
所
存
で
す。

五
月、

全
国
の
釣
友
と、

長
崎
県
男

女
群
島
に
釣
行
し
た
。

全
国
大
会
で
な

け
れ
ば
渡
航
は
し
な
い
と
い
う
程
の
強

風
雨
・

う
ね
り
の
中、

磯
に
二
泊
し、

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
釣
り
を

堪
能
し
た
。

帰
っ
た
翌
日、

野
良
仕
事

に
精
を
出
し
た
。

七
月、

能
登
の
総
持
寺
祖
院
に
参
拝

し
た
。

帰
途、

ワ
イ
パ
ー
を
高
速
に
し

て
も
視
界
が
き
か
な
い
程
の
大
雨
に
見

舞
わ
れ、

想
定
外
の
車
中
泊
を
経
験
し

た
。
日
程
を
短
縮
し、
三
日
の
旅
に
な
っ

た
が、

約
千
三
百
km
超
を
一

人
で
運
転

し
た
。

だ
が
疲
労
感
は
な
か
っ
た
。

こ
の
二
つ
の
こ
と
で、

自
分
の
体
力

に
自
信
め
い
た
も
の
を
感
じ
た
（
危
険

と
裏
腹
と
も）
。

な
に
か
明
る
い
も
の

を
感
じ
た
。

今
ま
で
は、

気
弱
な
く
せ
に
短
気、

そ
れ
が
因
で、

い
つ
も
他
に
迷
惑
を
か

け
て
は
悔
み、

く
よ
く
よ
し、

劣
等
感

に
苛
ま
れ
る
生
き
様
で
あ
っ
た
。

他
に

は
自
已
肯
定、

自
己
有
用
感
の
必
要
性

を
説
い
て
も、

自
分
の
中
で
は
実
感
で

き
ず
に
き
た
。

し
か
し、

こ
の
度
の
経
験
で、

た
と

え
体
力
で
は
あ
っ
て
も、

自
信
を
持
つ

と
い
う
こ
と
は、

生
き
る
こ
と
に
意
欲

が
沸
き、

希
望
を
持
っ
て、

前
向
き
に

生
き
ら
れ
る
こ
と
を、

喜
寿
に
し
て、

初
め
て
実
感
で
き
た
。

今
日
が
一

番
若

い
。

明
日
で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦
を。

今
の
想
い
を
大
切
に
し
て、

支
部
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

息
謎叫
徒
唸冷」
r

な
f

戸直
訓

典
雄
に墾
翠
巧
蛤

暑
い
夏
が
到
来
し
甲
子
園
球
場
の
若

さ
濫
れ
る
全
国
高
校
野
球
選
手
権
が
始

ま
っ
た
。

今
年
の
球
児
は一
二
年
間
コ
ロ

ナ
感
染
の
高
校
生
活
で
す。

感
染
が
拡

大
し
思
う
存
分
力
を
発
揮
で
き
な
い

チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
夏
の
感

染
力
の
拡
大
は
大
き
く、

し
か
も
若

年
層
に
拡
大、

死
に
至
る
こ
と
も
あ
り、

後
遺
症
に
苦
し
む
姿
を
見
る
と
胸
が
痛

く
な
り
ま
す。

国
内
の
感
染
対
策
も
二

転
三
転
し、

こ
の
夏
は
行
動
制
限
の
な

い
社
会
生
活
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち

が
で
き
る
予
防
策
は
マ
ス
ク
の
着
用、

換
気
を
す
る、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
う
け

る、

手
洗
い
、

三
密
を
さ
け
る
と
い
っ

た
基
本
的
な
感
染
対
策
で
す。

誰
も
が

こ
の
基
本
的
な
対
策
を
実
行
し
コ
ロ
ナ

と
共
に
生
き
る
「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ」

を

追
求
し
な
が
ら
当
た
り
前
の
生
活
を
過

ご
し
た
い
と
思
い
ま
す。

感
染
者
が
増

え
救
急
搬
送
困
難
を
生
じ
重
症
者
を
救

え
な
い
、

ま
た
コ
ロ
ナ
以
外
の
疾
病
患

者
を
治
療
出
来
な
い
こ
と
を
仄
聞
し
ま

す。

経
済
と
両
立
し
た
予
防
政
策
の
内

容
を
良
く
点
検
し、

安
全
安
心
を
基
本

に
し
た
医
療
体
制
の
実
現
を
強
く
望
み

ま
す。

と
こ
ろ
で
平
成
一

七
年
話
題
に

上
っ
た
宮
城
県
立
高
校
の
男
女
共
学
化

の
動
向
で
す。

男
子
高
卒
の
私
は
当
時

「
無
理
に
共
学
化
す
べ

き
で
な
い
」

共

学
化
反
対
で
し
た
。

今
年
で
共
学
化
政

策
は
完
了
し、

県
立
高
校
は
全
て
男
女

共
学
化
と
な
り
ま
し
た
。

評
価
は
別
と

し
て
元
男
子
校
へ
の
女
子
生
徒
の
進
出

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す。

私
の
母
校
で

も
生
徒
会
長
や
応
援
団
長
に
女
子
が
就

任
し
活
躍
し
て
い
ま
す。

七
月、

地
元

紙
に
「
教
員、
政
治
活
動
だ、
剥
が
し
て
」

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
は

県
立
高
校
で
女
子
生
徒
が
「
参
議
院
選

挙
の
ポ
ス
タ
ー
」

を
校
内
に
掲
示
し
先

生
か
ら
「
校
内
の
政
治
的
活
動
は
禁
止、

剥
が
せ
」

と
注
意
さ
れ
た
。

女
子
生
徒

は
納
得
い
か
ず
地
元
紙
に
投
書、

内
容

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

十
八
歳
の
選
挙

権
が一
1
0
一

六
年
導
入
さ
れ、

今
年
四

月
に
は
成
人
年
齢
を
条
件
付
き
で
十
八

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

そ
れ
に
該
当

す
る
女
子
生
徒
が
関
心
を
持
ち
行
動
し

た
内
容
で
し
た
。

学
校
側
は
そ
の
ポ
ス

タ
ー
内
容
を
確
認
し
な
か
っ
た
と
謝
罪

し
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
認
め
た
。

女
子

生
徒
の
活
躍
ぶ
り
と
変
動
す
る
校
内
を

知
っ
た
感
じ
で
す。

仙
台
市
の
唯
一

の

私
立
男
子
高
校
も
今
年
共
学
化
し
女
子

高
は
私
立
の
2
校
の
み
と
な
っ
た
。

少

子
化
に
よ
る
高
校
受
験
者
数
の
減
少
で

令
和
5
年
に
全
国
募
集
す
る
県
立
高
校

も
出
て
き
ま
し
た
。

高
校
の
大
半
を
占

め
る
普
通
科
を
見
直
す
政
策
も
導
入
さ

れ、

そ
れ
に
基
づ
い
て
高
校
生
の
教
育

体
制
に
動
き
が
あ
り
ま
す。

教
育
が
社

会
の
基
本
で
あ
る
だ
け
に
高
校
や
大
学

の
教
育
の
在
り
方
を
一

層
注
目
し、

若

人
が
元
気
に
生
活
で
き
る
こ
と
を
念
願

し
て
い
ま
す。

＿

会
員
の
声

＿

「沖
患
寓」ぶ
ふ
み
な
i

昏
*
‘
 

：
t
[�

忠
博
i
教

3
ぷ＇
だ
ふ
『

[
 

本
年

沖
縄
は
復
帰
50
年
を
迎
え
ま

し
た
。

返
還
を
迎
え
る
に
当
り、

医
療

の
分
野
で
も
琉
球
大
学
に
医
学
部
新
設

を
前
提
に
保
健
学
部
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。

私
も
保
健
社
会
学
講
座
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ド
ル
と
パ
ス

ポ
ー
ト
の
生
活
を
し
ま
し
た
が、

街
の

第
一

印
象
は
立
派
な
建
物
の
多
く
が
病

院
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

い
ず
れ
に
し

て
も
激
動
の
時
代
で
し
た
。

フ
イ
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
沖
縄
本
島

周
辺
の
渡
名
喜
島
を
足
場
に
多
く
の

島
々
を
歩
き
ま
し
た
。
「
ト
ナ
キ
島
」

は
戸
無
き
島
で、

戸
も
必
要
と
し
な
い

穏
や
か
で
平
和
な
人
口
七
0―
一
人
の
島

で
し
た
。

沖
縄
の
原
風
景
が
色
濃
く
残

る
調
査
地
で
し
た
が、

交
通
は
非
常
に

不
便
な
島
で
し
た
。

こ
の
時
代、

沖
縄
の
離
島
や
僻
地
で

は
住
民
の
健
康
管
理
は
公
衆
衛
生
看

護
婦
と
診
療
所
に
勤
務
す
る
医
介
輔
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

医
介

輔
は
医
師
で
は
な
く、
米
軍
政
府
に
よ
っ

て、

医
療
関
係
に
従
事
し
て
い
た
人
び

と
が
医
介
輔
（
メ
デ
イ
カ
ル
・

サ
ー
ビ

ス
マ
ン
）

と
し
て
認
定
さ
れ、

復
帰
後

も
現
地
診
療
が
認
め
ら
れ
た
職
種
で
し

た
。

数
年
を
要
し
ま
し
た
が、

ほ
ぼ
全

員
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た。

刑
務
所
内
で
勤
務
さ
れ
て
い
た
医
介

輔
さ
ん
と
の
面
接
は、

体
格
の
良
い
看
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守
に
付
き
添

わ
れ

て
三

か
所

も
鍵

の
あ

る
部
屋

を
通

り
抜

け
て、
介
補
制
度

の

問
題
点

な
ど

を
話

し
合

い
ま
し
た。
得

が
た
い
経
験

で
し
た。
こ

の
制
度

は一

代
限

り
で
し
た
の
で、
今
は
存
続

し
て

い
ま
せ
ん。

と
こ
ろ

で、
沖
縄

で
は
夕
食

を
終

え

て
か
ら
お
酒

を
飲

み
に
出

か
け
る
の
が

普
通

で
し
た。
勿
論 、
職
場

で
の
人
間

関
係
や
出
来

事
を
サ
カ

ナ
に
す
る
こ

と

は
あ
り
ま
せ
ん。
八

年
間

の
単
身
赴
任

を
終

え
て
四

十
五

歳
で
東
京

に
帰
っ
て

か
ら、
食
べ

て
か
ら
飲
む

と
い
う
身
体

に
良

い
習
慣

は、
瞬

く
間

に
崩
れ

て
し

ま
い
ま
し
た。

定
年
が
過
ぎ

て、
い
つ
の
頃

か
思

い

出
せ
ま
せ
ん
が、
学

生
時

代
か
ら
御
指

導
を
し
て
い
た
だ

い
た
江
馬
成
也

先
生

の
教
え
を
D
ず
さ

み
な
が
ら
お
酒

を
頂

戴
す
る
こ

と
が
多く

な
り
ま
し
た。
そ

れ
は
サ
ル
ー（

健
康

で）
ア
モ
ー

ル
（
愛

情
豊

か
に）
リ

ネ
ー

ル
（
貧
乏

を
し
な

い
よ

う
に）
で
す。
ス
ペ

イ
ン
地
方

の

乾
杯

の
発
声

の
よ

う
で
す。

手
帳

に
昨
晩

何
を
食
べ

た
か
を
想

い

出
せ
ず、
時

に一
週
間

も
記
載

せ
ず、

驚
い
て
百

か
ら
七

を
引

い
て
い
き 、
残

り
二

と
正
解

で
き
ず、
反
省

と
不

安
を

感
じ

て
い
る
八

十
五

歳
に
と
っ
て
は
心

に
し
み
る
言
葉

で
す。
子
ど

も
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ

う
に
と
思
っ
て
い
ま
す。

1
よ

令
だ
恨
界
の
扉」．

’

▲̀
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立
i
ャ

1
谷

『英
語
が
開
い
で

袈
袈
平
t
屯ャ
16年
蛤

了
き
i

知
溢逗
r
L

私
は、
一
九
六一

年、
山
梨
県

立
日

川
高
校

を
卒
業

し
て、
中
学

の
仙
台
へ

（
 

の
修
学
旅
行

で
観

た
東
北

大
学

に
憧
れ

て
入
学

し
ま
し
た。
ケ

ネ
デ
ィ

大
統
領

の
就
任

演
説

に
感
動

し、
ダ
ラ

ス
で
の

暗
殺

に
衝
撃

を
受

け
た
時

代
に
在
学

し

て、
教
師

を
天
職

と
考

え
勤
勉
だ

っ
た

阿
部
琢
也
君 、

ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽

の
素

晴
ら
し
さ

を
語
っ
て
く
れ

た、
麻
布
高

校
の
先
生
に
な
っ
た
田
村
寿
朗
君 、
そ

し
て
日
川
高
校

の
オ
媛
同
級

生
の
中
澤

（
旧
姓
渡
辺）
薫
さ

ん
の
三
人

の
親
友

に
恵

ま
れ、
楽

し
い
英
語
専
攻

の
学

生

生
活

が
送
れ

ま
し
た。

私
は、
卒
業

後

は
英
語
を
生
か
し
た

仕
事
に
就
き

た
く
て、

I
E
s
(
G

H
Q

の
米

国
人

が
設

立
し
た
対

日
投
資

会
社
等

に
対

し
て
税
務

会
計
等

の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供

す
る
会
社）
に
入

社
し
て、

公
認
会
計
士

に
な
り
ま
し
た。
図

ら
ず

も、
米

国
の
多

国
籍
企
業
内

の
デ
イ
ヴ
ィ

ジ
ョ

ン
で、
西
太
平
洋
地
域

の
財
務
部

長
で
あ
っ
た
米

国
人

の

後

任
に、
ヘ
ッ

ド
ハ

ン
テ
ィ

ン
グ
さ
れ、
米

国
の
企
業

で
働く
貴
重

な
体
験

が
で
き

ま
し
た。

当
時

の
日
本

は
ア

ジ
ア

で
初

め

て
の

オ
リ

ン
ピ
ッ

ク
で、
活
気

に
満
ち

て
い

ま
し
た。
所
得
倍
増
政
策

に
始

ま
り、

ミ
ラ

ク
ル

と
い
わ
れ

た
高
度
経
済
成
長

を
遂
げ 、
エ

コ
ノ
ミ
ッ

ク
ア
ニ

マ
ル

と

も
椰
楡
さ
れ

な
が
ら
も、
メ

イ
ド

イ
ン

ジ
ャ
パ

ン
の
製
品

は、
そ

の
高
品
質

で

世
界
市
場

を
席
巻

し
て
い
ま
し
た。
お

か
げ

で
欧
米
人
ば

か
り
の
企
業

で
働く

日
本
人

の
私
は、
国
際
利
益

計
画

会
議

等
の
場

で
も、
日
本
人

と
い
う
だ

け
で

欧
米

の
同
僚

は一
目
置

い
て
く
れ

ま
し

た。
そ
こ

で、
欧
米
人

が
想
像

す
る
勤
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め

年まか営い英いマ背

た
が
細
胞

の
中

の
異
分

子
の
配
列

ま
で

透
視

で
き

る
研
究。
そ

し
て
植
木
俊
哉

先
生
に
よ

る
「
東
北

大
学

に
よ

る
国
際

秩
序
へ

の
貢
献」 。
こ
れ

が
今
回

私
の

記
憶

を
五
0

年
前

に
引
き
戻

し
ア
ド

レ

ナ
リ

ン
を
沸
騰
さ

せ
た
時
間

と
な
っ

た。
国
際
司
法
裁
判
官
だ

っ
た
小
田
滋

先
生
の
名
前

を
聞

い
た
と
き 、

先
生
の

声
が
は
っ
き

り
と
蘇
っ
た。「
コ

ー
ヒ
ー

に
は
砂
糖

を
入
れ

な
い
で

！」
大
学

の

法
学
部
図

書
館

に
勤
務

し
て
い
た
当
時 、

幾
代
通

先
生
が
図

書
館
長 、
樋
口
陽一

先
生
や

大
勢

の
法
律
専

門
の
先
生
方

が

日
常

的
に
出
入

り
さ
れ

て
い
た。
そ

の

後

も
国
際
司
法
裁
判
官

は
東
北

大
学

の

方。
こ
れ

は
ま
さ

に
国
際
秩
序
へ

の
貢

献
の
証。

そ
の

後

私
は
長

い
こ

と
高
校

教
師

と

し
て
苦
闘

の
職
場

に
い
た
が、
授
業

は

も
ち
ろ

ん
部
活
動
や

進
路
指
導
等

で
の

生
徒

と
の
ふ
れ

あ
い
の
場

で
は
こ
れ

ま

で
の
先
生
方

の
巾
広

い
発
想

を
思

い
出

し
て
い
た。
多
方
面

か
ら
物

事
を
見

る

こ
と。
背
景

に
こ

ん
な
に
豊

か
な
鉱

脈
が
流
れ

て
い
た
の
だ。
勿
論

教
育

学
部

で
は
宮
川

先
生
や
塚
田

先
生、
松

本
金
寿

先
生
等

に
毎

日
薫
陶

を
受

け
た

し、
何
よ

り
精
神
医
学

の
授
業

で
大
学

病
院

で
受

け
た
人
間

の
脳

の
働
き

の
実

態
を
学
ぶ
授
業

は
圧
巻
だ

っ
た。
こ
れ

は
教
職

に
就

く
誰

も
が
必
要

な
授
業
だ

と
い
ま
だ

に
考

え
て
い
る。
有
斐
閣
発

行
の
小
冊
子
「

書
斎
の
窓」

に
小
田

先

生
が
ハ
ー
グ

で
暮

ら
し
て
お

ら
れ

た
エ

ピ
ソ
ー
ド

を
交

え
て
国
際
司
法
問
題

の

難
し
さ

を
書
い
て
お

ら
れ

た。
こ

の
度

の
植
木

先
生
の
レ
ク
チ

ャ
ー

は
当
時

の

片
平
丁

の
法
学
部
研
究
室

で
の
私
達
司

書
を
交

え
た
日

々
を
鮮
や

か
に
蘇

え
ら

せ
て
く
れ

る
こ

と
に
な
っ
た。

萩
友

会
は
五

年
前
東
京

で
開
催
さ
れ

た
折
小
田
和

正
さ

ん
の
「
緑

の
丘」

が

紹
介
さ
れ

以

後

私
の
愛
聴
曲

と
な
っ
て

い
る。
そ

の
わ
け
は
担
任

し
た
生
徒

が

卒
業
式

の
日、
ク
ラ

ス
全
員

で
「
言
葉

に
で
き

な
い」
を
歌
っ
て
く
れ

た
深

い

想
い
出

と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る。

最

後

に、
今
年
知

り
合

い
に
な
っ
た

大
学

生
が
東
北

大
学

教
育
学
部

の
修
士

に
進
学

し
教
育
情
報
ア
セ

ス
メ

ン
ト

コ
ー

ス
で
教
育
評
価
測
定
論

を
学

ん
で

い
る。
整
っ
た
環
境

で
研
究

が
で
き

る

と
の
こ

と。
昔

と
は
比
べ

る
べ

く
も
な

い
が
研
究

を
続

け
る
様
子

を
見
守

る
こ

と
が
で
き

る
の
を
大
変
嬉

し
く
思
っ
て

い
る。
ま
さ

に
教
育
学
部

の

後

輩
だ。

こ
こ

ま
で
大
学

と
の
つ
な
が
り
が
あ

る
の
は
偶
然

で
は
な
く
萩
友

会
が
繋
い

で
く
れ

る
様
々

な
機

会
を
生
か
し
て
い

る
か
ら
だ

と
思

う。
同
窓

会
は
大
切
だ。

層
‘

i

夏
濯
遭な

も

ぃ`
魯

鸞
り
や
巧
虻

前
回
寄
稿

は
五

年
前

の
今
頃 、

今、

思
い
つ
見

え
る
時

と
世
界

は
大
激
動 、

因
二

つ、
令
和
元
年
の
年
末
頃

の
新

型

コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル

ス
出

現、
今
年
二

月
の

ロ
シ
ア

の
ウ

ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
だ。

前
者 、
人
類
初
禍 、
我

が
国

で
は
今

そ
の
波
状
攻
撃

が
急
速

の
第
七
波

と
な

り
こ
れ

ま
で
の
最

大、
あ
ら
た

め

て
警

戒
と
対
応

が
求

め

ら
れ

る
夏 、

後

者 、



(5) きょうかん 第16号 2022年（令和4年）10月1日

人
道
上
許
さ
れ
ぬ
惨
劇 、

目
に
見
え
ぬ

ウ
ィ
ル
ス
と
は
違
い 、

人
が
引
き
起
こ

し
た
悲
劇 、

癒
さ
れ
る
日
が
見
え
ぬ
辛

す
ぎ
る
夏 ゜

短
期
梅
雨
の
早
夏
到
来 、

長
期
猛
暑

の
六
月
梅
雨
明
け 、

七
月
の
梅
雨
戻
り

模
様
も
地
球
規
模
の
異
常
夏 、

そ
の
合

間
の
真
夏
日
午
後 、

小
職
の
ク

バ
ッ
ハ

無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
独
奏
会ク

が
横
浜

市
戸
塚
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

で
持
た
れ

こ
。
t
 東

日
本
大
震
災
復
興
祈
念
音
楽
会

八
十
回

占
喜
寿
日
に
バ
ッ
ハ
の
五
番
六

番ク

は 、

二
年
半
程
前
に
計
画
さ
れ
た

も
の 、

大
曲
難
曲
の
二
曲
を 、

感
謝
と

同
時
に 、

挑
戦
の
意
も
持
ち
演
奏
さ
せ

て
頂
い
た 。

こ
の
間 、

肝
心
の
復
興
祈

念
音
楽
会
の
開
催
は 、

コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
非
常
に
難
し
く
な
り 、

下
火
時
に 、

内
輪
の
関
係
者
の
発
表
会
的
ク

名
曲
ピ

ア
ノ
伴
奏
会ク

が
年
に
唯
一

回
ず
つ
実

施
さ
れ
た
の
み 、

決
心
と
同
時
に
コ
ロ

ナ
禍
も
始
ま
っ
た
が 、

心
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
長
期
維
持
は
ス
ポ
ー
ツ
他
と

同
様 、

難
し
か
っ
た 。

今
回 、

喜
び
の
目
出
度
き
日
を 、

健

康
で
迎
え
ら
れ 、

音
で
感
謝
出
来
た
様

な
の
は
幸 、

バ
ッ
ハ
は
時
を
超
え
た

楽
神 、

幸
い
刻
々
に
優
し
く
微
笑
み 、

十
五
年
前
に
旅
立
た
れ
た
中
島
隆
久
師

も
何
度
か
背
中
を
押
し
て
下
さ
っ
た
様 、

「
心
の
ケ
ア
」

が
我
身
に
も
起
こ
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う 、

有
難
い
こ
と
で
あ

る 。よ
く
使
わ
れ
る
こ
の
言
葉
「
心
の
ケ

ア」 、

簡
単
に
口
に
す
る
も
の
で
は
な

か
ろ
う 。

辛
い
時
に 、

内
な
る
心
に
沸

き
起
こ
る 、

あ
る
人
か
ら
受
け
た 、

言

葉
で
は
な
い
有
難
い
何
か
か 、

何
に
つ

け 、

今
後
の
活
動
の
基
軸
に
し
た
い

、

こ
の
夏
の
嬉
し
い
実
感
だ 。

相
変
わ
ら
ず 、

コ
ロ
ナ
は
見
え
な
い

こ
と
が
多
い
中 、

間
も
な
く
四
回
目
ワ

ク
チ
ン
接
種 、

皆
で
警
戒
と
対
応
継
続

で
乗
り
切
ろ
う
！ 、

何
も
叶
わ
ぬ
黒
海

付
近
の
心
配
事
・
・
・
、

大
震
災
や
大

災
害
同
様 、

意
識
を
持
ち
続
け
よ
う 。

実
施
を
疑
わ
な
い

、

久
し
振
り
の

十
一

月
関
東
同
窓
会 、

健
康
で
刺
激
し

合
え
た
ら
本
望
だ 。

各
ぷ
言

[〗口

こ

噂
豆

ま
だ
何
と
か
D
の
方
は
達
者
だ
が 、

問
題
は
足
腰
で
あ
る 。

い
つ
か
は
樋
口

恵
子
さ
ん
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
ヨ
タ
へ

ロ
期」

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が 、

大

事
な
の
は
「
歩
け
る」

こ
と 。

寝
た
き

り
は
御
免
で
あ
る 。

七
年
前
に
左
足
首
を
骨
折
し
た 。

後

遺
症
で
足
首
の
可
動
域
が
か
な
り
狭
い

。

杖
を
使
っ
て
い
て
も 、

ど
う
し
て
も
左

足
を
外
に
開
き
が
ち
に
な
る 。

そ
こ
で 、

正
し
い
歩
き
を
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
て

い
る 。

だ
か
ら
日
々
の
散
歩
は 、

息
抜

き
と
い
う
よ
り
リ
ハ
ビ
リ
で
あ
る 。

散
歩
中
い
ろ
い
ろ
な
花
に
出
会
う 。

戸
建
て
の
お
庭 、

集
合
住
宅
の
花
壇 、

小
さ
な
公
園 、

以
前
か
ら
の
花
好
き
の

（
 

よ
う
な
顔
を
し
て 、

目
に
し
た
草
花
の

写
真
を
撮
る 。

草
木
の
名
前
も 、

ス
マ

ホ
の
ア
プ
リ
の
お
か
げ
で 、

少
し
は
覚

え
た 。

も
っ
と
も 、

見
慣
れ
ぬ
高
齢
者

が 、

杖
を
片
手
に
花
の
写
真
を
撮
り
歩

い
て
い
る
か
ら 、

地
域
の
人
に
は 、

時

と
し
て
不
審
者
に
見
え
る
か
も
し
れ
な

い
。

ど
う
か
ご
寛
容
の
ほ
ど 。

夏
に
入
っ
て 、

ち
ら
ほ
ら
萩
の
花
を

見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た 。

萩
と
い
え

ば 、

東
北
大
の
学
生
歌
「
青
葉
も
ゆ

る
こ
の
み
ち
の
く」

に
「
萩
の
か
お
る

こ
の
み
や
ぎ
の
」

と
あ
る 。

こ
の
学
生

歌
は 、

昭
和
二
八
年
(-
九
五
三
年）

に

作
ら
れ
歌
わ
れ
て
き
て
い
る
が 、

平
成

一

九
年
（
二
0
0
七
年）

の
創
立
百
周

年
を
機
に 、

公
式
の
学
生
歌
と
な
っ
た 。

学
生
歌
は
今
で
も
す
ぐ
歌
え
る
が 、

実
は
萩
が
ど
の
よ
う
な
香
り
か 、

確
か

め
た
こ
と
が
な
い

。

し
か
し 、

ほ
と
ん

ど
香
り
が
し
な
い
の
に
「
シ
ク
ラ
メ
ン

の
か
お
り」

と
い
う
歌
謡
の
名
曲
も
あ

る 。

細
か
い
こ
と
に
こ
だ
わ
る
の
は
野

暮
と
い
う
も
の
で
あ
る 。

大
事
な
の
は 、

志
・

想
い
で
あ
る 。

学
生
歌
と
併
せ
て 、

新
た
に
「
学

章
・

ロ
ゴ
マ
ー
ク」

が
制
定
さ
れ
た 。

萩
が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る 。

萩
に

は
い
く
つ
か
種
類
が
あ
る
が 、

学
章
の

萩
が
何
か 、

大
学
の
公
式
H
P
に
は
記

述
が
な
い

。

そ
こ
で
知
り
合
い
の
大
学

ス
タ
ッ
フ
に
聞
く
と 、

す
ぐ
に
返
事
が

あ
っ
た 。

東
北
大
の
植
物
園
の
園
長
を

さ
れ
て
い
た
鈴
木
三
男
先
生
が 、

大
学

の
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
（
二
0
0
五
年
創

刊
号）

に 、
「
モ
チ
ー
フ
は
ミ
ヤ
ギ
ノ

ハ
ギ」

と
お
書
き
だ
そ
う
で
あ
る 。

ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ
ギ
は 、

高
さ
が
一

＼
二

m
で 、

地
面
に
枝
垂
れ
る
よ
う
に
赤
紫

色
の
花
を
見
せ
る 。

清
楚
で
い
て
華
や

か
な
花
だ 。

開
花
は 、

こ
れ
か
ら
夏
が

本
番
で
あ
る 。

骨
折
は
不
覚
だ
っ
た
が 、

散
歩
を

き
っ
か
け
に 、

草
花
を
知
る
楽
し
み
が

で
き
た
か
ら 、

我
な
が
ら
人
生
は
面
白

、
。
し

1
ぷ
J

鵞」

i'．
帽

'

r̀

紐
喝

書ゃ
を
ぶ＊

L
滋
浴
遁
美
社{
J
ゃ
だ
ぢ

私
の
父
は
戦
前
教
師
を
し
て
い
た
が

戦
後
復
員
し
て
実
業
界
に
身
を
転
じ

た 。

た
だ
教
育
や
研
究
へ
の
思
い
は
断

ち
が
た
く
生
涯
書
斎
で
読
書
や
思
索
に

ふ
け
っ
て
い
た 。

だ
か
ら
私
が
教
育
学

部
を
選
択
し
た
こ
と
を
父
は
と
て
も
喜

ん
で
く
れ
た 。
「
教
育
学
は
諸
学
の
王」

と
よ
く
話
し
て
い
た 。

初
め
て
親
元
を
離
れ
て
仙
台
で
す
ご

し
た
学
生
時
代
は
楽
し
く
刺
激
的
で

あ
っ
た 。

授
業
や
サ
ー
ク
ル
活
動
（
詩

吟
部）

を
通
し 、

ま
た
下
宿
先
な
ど
で

の
自
由
放
埓
な
生
活
を
通
し
て
知
り

合
っ
た
友
人
た
ち
と
の
交
友
は 、

私
の

大
切
な
宝
物
と
な
っ
て
い
る 。

何
よ
り
も
あ
り
が
た
か
っ
た
の
は 、

大
学
で
良
き
先
生
方
に
ご
指
導
い
た
だ

い
た
こ
と
で
あ
る 。

一

九
七
一

年
私
は
片
平
校
舎
で
学
ぶ

学
部
学
生
に
進
学
し 、
教
育
学
科
の
「
教

育
行
政
学
・

学
校
管
理
・

教
育
内
容」

を
専
攻
し
た 。

当
時
は
ま
だ
大
学
紛
争

の
余
波
が
あ
り 、

学
部
進
学
試
験
ボ
イ

コ
ッ
ト

運
動
に
よ
り
学
部
進
学
者
は
少

数
派
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た 。

専
攻
の
教
授
は
岩
下
新
太
郎
先
生
で 、

助
教
授
は
前
原
寿 、

松
井
一

麿 、

高
木

英
明
の
各
先
生
で
あ
っ
た 。

各
先
生
の

授
業
は
我
々
が
少
人
数
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
か 、

と
て
も
懇
切
丁
寧
で
あ
り 、

理
論
的
か
つ
開
明
的
で
あ
っ
た 。

私
は
特
に
前
原
寿
先
生
の
説
か
れ
る

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー

の
教
育
観
に
魅
か
れ

た 。
「
教
育
は
愛」
「
学
校
を
家
庭
の
居

間
の
雰
囲
気
で
満
た
せ
」
「
実
質
陶
冶

の
背
後
に
あ
る
形
式
陶
冶
を
考
え
る」

や
さ
し
い
お
だ
や
か
な
語
り
口
で
ペ
ス

タ
ロ
ッ
チ
ー

の
理
論
と
実
践
を
お
話
さ

れ
る
前
原
先
生
の
お
言
葉
は
今
で
も
私

の
耳
も
と
に
残
っ
て
い
る 。

私
は
一

度
お
許
し
を
得
て
先
生
の
ご

自
宅
ま
で
お
邪
魔
を
し
て
お
話
し
を

伺
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た 。

私
は
卒
論
の

テ
ー

マ
を
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー

の
信
奉
者

デ
ィ
ー

ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
と
し 、

前
原

先
生
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た 。

前
原
先
生
は
「
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー

（
人

間
と
事
業）
」
（
岩
波
書
店）

を
刊
行
さ

れ
る
な
ど
ひ
た
む
き
に
研
究
を
続
け

て
お
ら
れ
た
が
早
く
に
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た 。

ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
で

あ
っ
た 。

当
時
私
た
ち
の
専
攻
に
は
「
合
研」

と
呼
ぶ
研
究
室
が
あ
り 、

学
部
学
生
は

登
校
し
た
日
は
そ
こ
に
立
寄
る
の
が
習

い
と
な
っ
て
い
た 。

助
手
や
よ
く
頻
を

出
す
大
学
院
生
は
神
山
栄
治 、

佐
藤
全 、

酎
馬
達
雄 、

若
井
彊
一

の
各
先
生
方
で 、

い
ず
れ
の
方
も
教
育
学
の
泰
斗
と
な
ら
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れ
た
。

合
研
で
交
わ
さ
れ
る
知
的
刺
激

に
満
ち
た
お
話
を
伺
う
の
が
私
の
楽
し

み
で
あ
っ
た
。

私
は
文
部
省
に
奉
職
し
教
育
界
に
身

を
お
い
た
の
で、

卒
業
後
も
先
生
方
に

お
目
に
か
か
る
機
会
も
多
く、

ご
指
導

い
た
だ
い
た
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
る
。

初
め
て
親
元
を
離
れ
た
仙
台
で
の
学

生
生
活
は
遠
い
日
の
出
来
ご
と
と
な
っ

た
が、

忘
れ
ら
れ
な
い
青
春
の
学
び
の

日
々
だ
っ
た
と
思
い
返
し
て
み
た
。
（
表

題
は
東
北
大
学
詩
吟
部
詩
冒
頭
の
一

説

で
す。）

十
数
年
前、

公
務
員
生
活
（
最
後
は

国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査

局
専
門
調
査
員）

を
終
え
た
後、

モ
ッ

ト
ー
と
し
た
の
は、
「
教
育」

と
「
教
養」

と
い
う
言
葉
で
し
た
。

そ
の
心
は
「
今

日
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
」

と
「
今
日
用

事
が
あ
る
」

と
い
う
意
味
で
す。

公
務
員
時
代
は、

朝
か
ら
夜
ま
で
永

田
町
の
国
会
議
事
堂
前
に
あ
る
国
会
図

書
館
の
建
物
を
ほ
と
ん
ど
出
る
こ
と
な

く、

仕
事
に
専
念
し
て
い
ま
し
た
。

退

職
後
は、

自
由
人
と
な
り、

そ
う
し
た

縛
り
が
ま
っ
た
く
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き、

あ
る
先
菫
が
上
記
の
言

葉
を
ご
自
身
の
退
職
後
の
モ
ッ
ト
ー
と

さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
り、

私
も

そ
れ
に
あ
や
か
ろ
う
と
思
っ
た
次
第
で

す。
幸
い
、

い
く
つ
か
の
大
学
の
講
師
の

（
 

仕
事、

研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
等
へ
の
参

加、

共
著
の
執
筆
等
々
、

毎
日
「
今
日

行
く
と
こ
ろ
」

と
、
「
今
日
用
事」

が

あ
り、

時
間
を
持
て
余
す
こ
と
な
く
過

ご
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
い
ろ
い
ろ
な

場
で
充
実
し
た、

楽
し
い
時
間
を
も
っ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
間、

お
声

を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は、

心

よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す。

七
十
歳
を
過

ぎ、

大
学
の
授
業
の
ほ
う
は、

ひ
と
つ

の
大
学
を
残
し、

い
ず
れ
も
定
年
あ
る

い
は
任
期
切
れ
と
な
り
一

段
落
し
ま
し

こ
。

目
下、

お
手
伝
い
し
て
い
る
の
は
千

葉
県
日
独
協
会
の
仕
事
で
す
（
副
会

長）
。

第
一

次
世
界
大
戦
中、

中
国
で

捕
虜
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
人
兵
士
を
収
容

し
た
作
虜
収
容
所
が
習
志
野
に
あ
り
ま

し
た
。

習
志
野
霊
園
に
は、

当
時
蔓
延

し
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
も
と
で
収
容
中

に
命
を
失
っ
た
ド
イ
ツ
人
兵
士
を
弔
う

慰
霊
碑
が
あ
り
ま
す。

千
葉
県
日
独
協

会
は、

毎
年
十
一

月
の
ド
イ
ツ
「
国
民

哀
悼
の
日」

に
ド
イ
ツ
大
使
館
と
一

緒

に
彼
ら
の
慰
霊
祭
を
開
催
す
る
こ
と
を

目
的
の
一

っ
と
し
て
一

九
九
六
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

協
会
で
は、

慰
霊
祭

だ
け
で
な
く、

ド
イ
ツ
語
講
習
会、

ド

イ
ツ
旅
行
や
懇
親
バ
ス
旅
行、
「
ビ
ー

ル

祭
り」、

ク
リ
ス
マ
ス
会、

新
年
会

な
ど
の
ほ
か、

千
葉
県
の
文
化
交
流
行

事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す。

現
在、

コ
ロ
ナ
禍
で
そ
う
し
た
活
動
が

大
幅
に
制
約
さ
れ
残
念
で
す。

伴
虜
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
兵
の
残
し
た

日
記
や
当
時
の
記
録
な
ど
を
読
み
ま
す

と、

捕
虜
に
対
し
て
も
給
与
が
支
払
わ

れ
て
お
り、

収
容
所
内
で
ビ
ー
ル
も
購

入
で
き
た
そ
う
で
す。

ま
た
市
民
と
の

交
流
も
あ
り、

そ
の
道
の
マ
イ
ス
タ
ー

で
あ
る
倅
虜
か
ら
製
法
の
伝
授
を
受
け、

日
本
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
の
草
分
け
に

な
っ
た
人
も
い
る
よ
う
で
す。

そ
ん
な

昔
の
資
料
の
発
掘、

紹
介
な
ど
も
会
員

同
士
の
研
究
会
で
行
っ
て
い
ま
す。

詳
し
く
は、

当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す

(
h
tt
ps:
/
＼i
d
g-
c
hi
ba.
c
o
m
\）
。
が
5

お
ム云

員
を
常
時
募
集
し
て
い
ま
す。

ご
関
心

を
お
も
ち
の
方
が
身
近
に
お
ら
れ
ま
し

た
ら、

ぜ
ひ
お
声
が
け
を
い
た
だ
け
ま

す
と
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す。

忌
閲
羞
吋
悲
f

区
ロ_
墾
芯
万
唸
4な
ぢ

私
は
半
世
紀
前
の
一

九
七
二
年
に
大

学
へ

入
学。

節
目
の
年
に
「
き
ょ
う
か

ん
」

へ
の
投
稿
の
お
誘
い
を
戴
き、

お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す。

昭
和
47
年
の
入
試
会
場
は、

片
平
の

校
舎
で
床
の
ワ
ッ
ク
ス
の
強
烈
な
油
の

匂
い
を
思
い
出
し
ま
す。

理
科
の
試
験

で
生
物
選
択
者
は、

問
題
の
一

っ
に
解

答
欄
作
成
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

入
学
後
は、

学
費
値
上
げ
闘
争
に
よ
る

学
生
の
大
量
留
年
な
ど
で、

入
学
式
も

な
く、

教
養
部
の
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
で

度
々
授
業
が
休
講
と
な
り、

私
は、

入

学
直
後
に
入
部
し
た
茶
道
の
同
好
会
で

毎
日
お
茶
を
点
て
て
い
ま
し
た
。

下
宿
が
八
軒
小
路
と
い
う
所
に
あ
っ

た
の
で、

市
電
で
長
町
線
の
舟
丁
か
ら

酉
公
園
前
ま
で
乗
り、

中
ノ
瀬
橋
を
渡

り
川
内
ま
で
通
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時

市
電
は
三
十
円
と
記
憶
し
て
い
ま
す。

仙
台
商
業
高
校
と
道
路
を
挟
ん
だ
広
々

と
し
た
敷
地
に
は、

米
軍
将
校
の
元
住

居
と
言
わ
れ
た
白
ペ
ン
キ
が
塗
ら
れ
緑

の
窓
枠
の
建
物
が
何
棟
も
残
っ
て
い
ま

し
た
。

茶
道
の
同
好
会
の
活
動
場
所
も

そ
の
建
物
の
―

つ
で
し
た
。

学
部
は
教
育
学
科
杜
会
教
育
専
攻
で

同
時
に
国
語
の
教
員
免
許
を
取
得
す
る

た
め、

文
学
部
の
授
業
に
も
出
席
し
ま

し
た
。

外
様
扱
い
で
肩
身
の
狭
い
思
い

を
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す。

当
時
の
社
会
教
育
の
研
究
室
に
は、

教
授
の
佐
々
木
徹
郎
先
生
と
塚
本
哲
人

先
生、

助
教
授
に
田
原
音
和
先
生
と
不

破
和
彦
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
思

い
ま
す。

田
原
先
生
は
途
中
か
ら
フ
ラ

ン
ス
ヘ

行
か
れ
ま
し
た
。

不
破
先
生
は

私
の
卒
業
論
文
の
指
導
教
官
で、

遅
々

と
し
て
進
ま
な
い
卒
論
に
多
く
の
御
助

言
を
下
さ
り、

無
事
仕
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

卒
論
を
書
き
上
げ
て
か

ら、

友
人
と
二
人
で
先
生
に
食
事
を
ご

馳
走
に
な
っ
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い

出
さ
れ
ま
す。

大
学
四
年
の
年
に
は、

教
養
部
に

サ
ー
ク
ル
棟
問
題
で、

機
動
隊
が
導
入

さ
れ
活
動
家
の
学
生
た
ち
と
の
衝
突
が

図
書
館
か
ら
見
え
ま
し
た
。

卒
業
式
は、

今
は
萩
ホ
ー
ル
と
言
わ

れ
る
記
念
大
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
証
書
授
与
の
最
中
に、

ヘ
ル
メ
ッ

ト
姿
の
学
生
た
ち
が
侵
入
し、

加
藤
陸

奥
雄
学
長
に
代
わ
り
岩
下
新
太
郎
教
育

学
部
長
が
授
与
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

後

日
学
長
告
辞
と
卒
業
生
総
代
の
答
辞
が

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
25
年、

東
北
大
を
受
験
す
る
生

徒
激
励
の
た
め、

卒
業
後
初
め
て
大
学

を
来
訪。

雪
の
中、

教
養
部
の
講
義
棟

が
昔
の
姿
の
ま
ま
建
っ
て
い
ま
し
た
。

記
憶
の
彼
方
に
あ
っ
た
四
年
間
を
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
感
謝
で
す。

疇ご」
ペ
ク
を

パ
涜
麻
誓
店
はゃ
だ
ぢ

東
北
大
学
に
入
学
し
た
の
が
昭
和
63

（
一

九
八
八）

年
で、

奇
し
く
も
昭
和

最
後
の
入
学
生
で
し
た
。

学
部
卒
で
就

職
し
た
同
期
生
は、

い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル

世
代
の
最
後
の
就
職
者
で
あ
り、
一

学

年
下
か
ら
は
氷
河
期
世
代
で
す。

否
が

応
で
も
時
代
の
流
れ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

て
き
ま
し
た
が、

東
北
大
学
に
は
ち
ょ

う
ど
十
年
間
学
生
と
し
て
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
（
在
学
十
年
の
う
ち、

博
士
後
期
課
程
で
は
情
報
科
学
研
究
科

に
移
り
ま
し
た
が、

こ
ち
ら
は
こ
ち
ら

で
最
後
の一
二
年
間、

片
平
キ
ャ
ン
パ
ス

で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
快
適
で
し
た）
。

充
実
し
た
学
生
時
代
を
送
る
こ
と
が
出

来
た
の
は、

今
考
え
て
み
れ
ば
奇
跡
の

よ
う
に
思
わ
れ、

感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
す。

最
初
の
就
職
先
の
岩
手
県
立
大
学

に、
一

九
九
八
年
の
開
学
か
ら
五
年
間

勤
務
し、

縁
あ
っ
て
二
0
0
三
年
度
か

ら
東
京
学
芸
大
学
に
移
り
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す。

異
動
当
時
の
所
属
は、
「
特

殊
教
育
研
究
施
設
」

で
し
た
が、

翌
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―1
0
0
四
年
度
か
ら
の
国
立
大
学
法
人

化
に
伴
い 、
他
の
セ
ン
タ
ー
と
統
合
化

さ
れ
改
組
と
な
り
ま
し
た 。
そ
の
後
も

改
組
が
続
き 、
現
在
は
「
特
殊
支
援
教

育・
教
育
臨
床
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー」

と
い
う
名
称
に
な
っ
て
い
ま
す 。

「
特
殊
教
育
研
究
施
設
」

は

一
九
六
七
年
発
足
で 、
障
害
児
教
育
に

関
す
る
歴
史
あ
る
大
学
付
属
の
研
究
施

設
で
し
た 。
時
代
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
の

か 、
こ
の
施
設
に
つ
い
て
も
奇
し
く
も

私
が
最
後
に
採
用
さ
れ
た
（
か
つ 、
お

そ
ら
く
最
年
少
の）
専
任
所
員
と
な
り

ま
し
た 。
他
の
大
学
と
同
様 、
教
員
ポ

ス
ト

削
減
の
影
響
に
よ
り 、
現
在
の
職

場
の
セ
ン
タ
ー
も
教
員
が
少
な
く
な
っ

て
お
り 、
や
や
寂
し
い
状
況
で
す 。
大

学
改
革
は
今
後
も
多
く
の
展
開
が
予
想

さ
れ
ま
す
が 、
昭
和
入
学
生
の
最
後
の

生
き
残
り

（
？）
と
し
て
無
事
業
務
を

全
う
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す 。
東

京
に
は
今
ま
で
全
く

縁
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が 、
三
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

移
ろ
う
と
考
え
た
き
っ
か
け
の―
つ
が 、

一
九
九
九
年
に
JIC
A
の
派
遣
で
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
教
育
省
に
勤
務
し 、

現
地
の
特
別
支
援
学
校
を
視
察
し
た
こ

と
で
し
た 。
教
育
現
場
に
よ
り
近
い
と

こ
ろ
で
研
究
し
た
い
と
考
え
た
次
第
で

す
が 、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で 、
そ

の
重
要
性
を
よ
り
実
感
す
る
今
日
こ
の

頃
で
す 。
ま
た 、
異
な
る
文
化
に
日
々

触
れ
て
見
聞
を
広
め
る
こ
と
が
人
生
の

中
で
は
有
意
義
だ
と
改
め
て
気
付
か
さ

れ
ま
す 。
コ
ロ
ナ
禍
ゆ
え
に
様
々
な
制

約
が
生
じ 、
教
え
子
の
中
に
も
留
学
希

友
よ
行
か
ん

さ
ら
ば
行
か
ん

未
来
あ
る

三

朝
鳥
な
く

今
こ
こ
に

心
も
て
語
る

わ
れ
ら
こ
そ
わ
れ
ら
こ
そ

あ
あ

東
北
大

ひ
ろ
せ
川

安
ら
う
わ
れ
ら あ

あ

東
北
大

友
よ
伸
び
ん

さ
ら
ば
伸
び
ん

歴
史
あ
る

望
で
す
が
足
止
め
に
至
っ
て
い
る
者
も

い
ま
す 。
若
い
人
た
ち
に
も
大
変
な
時

代
で
す
が 、
精
進
を
重
ね 、
今
後
の
チ
ャ

ン
ス
を
活
か
し
て
人
生
を
切
り
拓
い
て

も
ら
う
よ
う
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す 。

学
生
歌「
青
葉
も
ゆ
る
こ
の
み
ち
の
く」

作
詞
野
田
秀・
作
曲
阿
座
上
竹
四

青
葉
も
ゆ
る
こ
の
み
ち
の
く

今
こ
こ
に

力
も
て
歌
う

わ
れ
ら
こ
そ

二
萩
の
か
お
る

今
こ
こ
に

わ
れ
ら
こ
そ

は
ら
か
ら
わ
れ
ら

平
和
の
讃
歌

わ
れ
ら
こ
そ
学
都
の
ほ
こ
り

伝
統
は
常
に
若
し

自
由
の
行
く
手世

界
の
か
な
め

若
者
は
常
に
強
し

あ
あ

東
北
大

あ
あ

東
北
大

学
生
部
が
作
詞
作
曲
を
募
集 、
昭
和

28
年
10
月
31
日 、
七
百
名
の
教
職
員・

学
生
が
集
合 、
学
生
歌
選
定
委
員
会
推

薦
の
三
点
を
全
員
投
票
し
選
定
し
た 。

集
い
し
わ
れ
ら

愛
も
て
求
め
る
真
理
の
し
るべ

●第16期 一般会計収支決算書 （令和2年11月～令和4年10月）
（決算額は令和4年9月15 日現在予測、最終決算は11月6 日の総会時に提出いたします）

(1)収入の部
科目

維持会費
寄付金
雑入
繰越金
合計

1-

2-

3-

4

 

A 予算額
540,000 

゜

5,000 
407,086 
952,086 

B 決算額
498,000 

4,000 
7 

407,086 
909,093 

(2)支出の部
科目
運営費
活動費
需用費
予備費
合計

差異 (B-A)

• 42,000
4,000 

• 4,993
゜

▲42,993

備考
会費納入者166名

利子

東
北
大

こ
の
み
や
ぎ
の

（円）

（円）

A 予算額
150,000 
480,000 
200,000 
122,086 
952,086 

(3)第17期への繰越

1-
2-
3-
4
 

B 決算額
36,719 

427,250 
209,415 

゜

673,384 

差異 (B-A)

• 113,281
▲52,750

9,415
▲122,086
• 278,702

備考
第 16 期役員会等
総会，役員会準備、「きょうかん」作製等
「きょうかん」発送費、 通信費等

(1)-(2)= 909,093 円ー 673,384 円＝ 235,709 円

●第16回 総会・懇親会収支報告
令和 2年秋に開催予定だった第16回総会・懇親会は、新型コロナウィル
ス禍を考慮し、開催を中止しました。従って、収支の実績はありません。

収支予算（案）●第17期

あ
あ

（令和4年 11 月～令和6年 10 月）

あ
あ

東
北
大

友
よ
生
き
ん

さ
ら
ば
生
き
ん

理
想
あ
る

わ
れ
ら
こ
そ
国
の
い
し
す
え

生
命
は
常
に
う
る
わ
し

星

永
揚
(

166

社
会）

※
横
舘

厚
太
（
囮
学
校）

阿
部

孝
（
的
行
政）

事
務
局
長
※
長
沼

真
吾
（
郎
行
政）

幹

事

田
沢

良
介
（
加
心
障）

※
石
森
ミ
ネ
子
(

168

学
校）

小
熊

順
子
（
的
心
理）

0
郷
家

和
子
（
的
心
障）

徳
田

英
明
（
面
心
理）

星

重
昭
（
印
学
校）

北
舘

博
人
（
四
社
会）

以
下
の
方
々
が
第
16
期
の
お
世
話
役

す 。長
会
長

木
戸

裕

小
林

昭
文

0
岩
田

真

細
渕

富
夫

0
飯
野

健
児

野
村

正
宣

小
林

巌

会
計
監
査
※
阪
内

宏一

※
笹
川
智
恵
子

江
川

亮

大
曾
根
良
衛

小
林
幸一
郎

越
河

六
郎

家
根

敏
明

荒
木

廣

顧

問

(1)収入の部

（
豆口
学）

希
哲
学）

（
内
社
会）

（
内
心
障）

函
社
会）

函
心
理）

函
心
障）

面
行
政）

函
哲
学）

品
心
理）

品
哲
学）

品
社
会）

（
貿心
理）

釜
社
会）

涵
行
政）

（円）

科目 A 予算額 B 前期予算 対前期費増減 (A-B) 摘要
1 維持会費 510,000 540,000 ▲30,000 3,000 円 X 170名
2 寄付金 ゜ ゜ ゜

3 雑入 5,000 5,000 ゜ 利子等
4 繰越金 235,709 407,086 ▲171,377

合 計 750,709 952,086 ▲201,377
(2)支出の部

科目
1. 運営費
2. 活動費
3. 需用費
4. 予備費

合 計

（円）
A予算額
100,000 
430,000 
200,000 
20,709 

750,709 

B 前期予算
150,000 
480,000 
200,000 
122,086 
952,086 

対前期費増減 (A-B)

▲50,000
• 50,000

゜

▲101,377
• 201,377

摘要
役員会費
総会準備・会報作成等
会報郵送費、通信費等

【第17期の活動方針】
会員相互の親睦と交流を本旨とし、 本会の一 層の充実•発展

をめざし、会員の意見、提案を反映させる「会員参加の同窓会」

を運営の基本とする。 この趣旨にもとづき、 会員の理解と協

力を得ながら、 次の活動を堅実に継続推進する。

(1) 会貝相互の交流を積極的に進め、 活動の充実と会員拡充

を図る

(2) 会報「きょうかん」の発行（令和 5 年「臨時増刊号」、 令

和 6 年「第 17 号」 の 2 回）

(3) 第 18 回（令和 6 年開催予定）総会・懇親会の開催

(4) 東北大学教育学部同窓会本部・東北支部、 および東北大

学萩友会（全学同窓会）との連携強化
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【
教
育
哲
学

14
名】

大
曾
根
良
衛

若
林

滋

橋
本
紀
子

笹
川
智
恵
子

古
橋
康
子

鈴
木
重
男

玉
田
文
男

木
村
俊
二

戸
張
嘉
勝

木
戸

裕

小
林
昭
文

福
原

武

渡
邊
範
夫

西
山

拓

【
教
育
社
会

47
名】

小
林
幸一
郎

家
根
敏
明

大
寄

晉

野
原
忠
博

長
谷
川
嵩

菊
谷
邦
雄

石
塚
米
子

堀
籠
英
夫

吾
田
壼
明

杉
浦
洋一

西
村
孝
雄

鈴
木
俊
之

中
林
勝
男

阿
部

賓

佐
藤
千
代
乃

手
塚

紘

星

永
揚

佐
久
間
孝
正

塩
入

肇

千
條

武

巽
駒
太
郎

小
玉
幸
彦

斎
藤
貞
夫

菅
野

正

野
島
節
子

山
口
久
子

北
舘
博
人

市
塚

守

佐
々
木
昭
美

佐
々
木
博

津
吹

茂

斉
藤
嘉
明

井
越
伯
子

上
羅

廣

菅
谷

清

半
田
扶
美
子

金
子
輝
樹

岩
田

真

小
泉
信
三

佐
々
木
浩

田
崎
正
紀

松
本
英
子

飯
野
健
児

歌
代
真
人

小
野
允
宏

佐
藤
靖
志

鈴
木
英一

【
教
育
行
政

須
貝
幸
雄

秋
田
義
明

39
名】

清
水
俊
雄

新
井
雄
啓

佐
藤

全

高
橋
靖
直

望
月

久

青
木

進

熊
谷

晃

芦
澤

薫

福
田
昭
夫

星

幸
雄

廣
池
幹
堂

大
桃
敏
行

沓
澤

亘

高
橋

寛
人

小
澤

恵
子

森

賢一

中
島
洋
明

田
中
愛
智
朗

長
沼
真
吾

佐
々
木
英
俊

【
教
育
心
理

奥
泉
英
夫

位
田
尚
隆

溝
口
と
み
子

木
村

祐

小
熊
順
子

佐
々
木
正
秀

堀
口
隆
夫

中
村
美
恵
子

桜
井
栄
樹

寺
島
ひ
ろ
子

野
露
る
み
子

田
口
有
里

馬
場
章
侶

吉
川
智
子

【
心
身
障
害

鈴
木
貞
夫

田
沢
良
介

稲
葉
雅
彦

高
林
由
幸

小
林
順
子

阿
部

孝

阪
内
宏一

加
藤
正
彦

鈴
木
健一

銭
谷
晨
美

大
友
俊
敬

高
木
宏
幸

小
金
智
子

高
島
俊
文

高
嶋
箕
美

寺
内

誠

橋
本
有
子

片
桐
み
ゆ
き

小
川
慎
介

28
名】

石
井
正
春

吉
岡

忍

黒
住
ひ
ろ
子

菅
田
美
紀
子

黒
須
俊
夫

伏
見
陽
児

出
口
利
定

吉
村
葉
子

伊
藤
良
子

大
室
充
子

小
滝

威

吉
田
恵
子

野
村
正
宣

佐
藤
公
彦

15
名】

高
橋
敏
行

大
沼
直
紀

23
名】

梶
原

葉

柴
田
洋
子

猪
又
和
子

北
條
忠
男

小
川
紀
子

後
藤

光

伊
藤
育
子

横
舘
厚
太

栗
原
孝
義

富
水
和
彦

鬼

宗
久

郷
家
和
子

落
合
俊
郎

山
森
伸
子

諏
訪
幸
子

北
島
善
夫

斉
藤
政
通

【
学
校
教
育

安
田
養
次
郎

高
橋
渥
子

渡
辺
登
美
子

田
中
重
富

金
野
久
子

渡
辺
成
男

沢
登
袈
裟
平

長
谷
川
巌

石
森
ミ
ネ
子

斉
藤
次
郎

細
谷
靖
男

星

重
昭

以
上
合
計
166
名

（
令
和
4
年
8
月
30
日
現
在）

〈
会
員
の
訃
報〉

今
期
次
の
方
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た 。

心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す 。

川
野

恵
子
様
（
学
校）
二
01―
二
年

菊
谷

邦
雄
様
（
社
会）
二
01―
0
年

佐
藤

全
様
（
行
政）
二
0
ニ
―
年

高
橋

勝
也
様
（
行
政）
二
0
ニ
―
年

藤
枝

静
正
様
（
行
政）
二
0
二
ニ
年

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•
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•

•

•

•

•
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！
未
い
ひ
へ

め

願

．

 

．

 

．

 

．

 

を
こ

．

 

；
ん

，
が
ぜ
J
勧

お
°

、

生

ん
お

を
す
・

ヵ

、

を
。
け
ま
"

入
い
が
し
＂

�
竺
9
釦

塵
b
かょ

加
さ
声
た
＂

：
ょ

力
り
同

た
ぅ

．

 

．

 

‘

活
1

暉
紐
籾
し

こ
だ
お
い

き

加
ら
r
の
く

し
．

 

．

 

畜
鎖
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員
見
芳
房

鷲
尾
純一

細
淵
富
夫

藤
野

博

小
林

巌

第17期（令和4年11月～令和6年10月）

維持会費納入のお願い

東北大学教育学部関東地区同窓会は、平成元年7
月に創設され今年で34年目を迎えました。

この間、会員の皆様のご協力ご支援に支えられ着
実に歩を進めることが出来ました。心から感謝申し
上げます。本年11月から第17期に入りますが、更な
る発展を期し役員一同決意を新たにしています。

同窓会活動は、会員の皆様からご協力いただいて
おります維持会費(2年間で3,000円）により支えら
れております。第17期もご協力いただきますよう、
よろしくお願いいたします。

本日、 「郵便振込表」を同封させて頂きますので、
勝手申し上げ恐縮ですが、本年12月末までに、維持
会費を納入いただきたくお願いいたします。

東北大学教育学部関東地区同窓会
会長 星 永揚

●連絡先
TEL·FAX 
メ ー ル

事務局長 長沼
04 2-656-3484 
naga-naka-se@aa.cyberhome.ne.jp 

真吾

直

口

夏

亘

八
月
下
旬 、

仕
事
の
関
係
で
リ
メ

デ
ィ
ア
ル
教
育
学
会
全
国
大
会
に
参
加

し
て
ま
い
り
ま
し
た 。
こ
の
学
会
も 、

一
昨
年
は
大
会
を
中
止
し 、

昨
年
は
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
開
催
で
し
た
の
で 、

三
年
ぶ
り
の
対
面
式
で
の
大
会
開
催
で

し
た 。

大
会
実
行
委
員
の
先
生
方
に
対

面
式
で
の
リ
ア
ル
開
催
を
選
択
さ
れ
た

理
由
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ 、
「
研
究

の
発
表
や
内
容
に
関
す
る
議
論
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
十
分
に
で
き
る
が 、

研
究
の

深
化
に
繋
が
る
刺
激
や
新
た
な
展
開
に

繋
が
る
発
想
は 、

人
と
人
と
の
出
会
い

の
中
で
こ
そ
生
ま
れ
る」
か
ら 、

と
の

こ
と
で
し
た 。

大
会
参
加
者
は 、
コ
ロ

ナ
禍
前
の
半
分
程
度
と
の
こ
と
で
し
た

が 、

参
加
者
の
皆
様
が
対
面
式
開
催
に

意
義
を
感
じ
ら
れ 、

喜
ば
れ
て
い
る
ご

様
子
が
印
象
的
で
し
た 。

さ
て 、

来
た
る
十
一
月
六
日
（
日）

に
麗
澤
大
学
東
京
研
究
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
第
17
回
東
北
大
学
教
育
学
部
関
東

地
区
同
窓
会
「
総
会」
が
久
し
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
ま
す 。

事
務
局
と
し
て
感
染

症
対
策
を
し
つ
か
り
と
行
い 、

安
心
し

て
ご
来
場
い
た
だ
け
る
よ
う
に
準
備
を

し
て
ま
い
り
ま
す 。

お
誘
い
あ
わ
せ
の

上 、

ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い 。

収
束
が

見
通
せ
な
い
コ
ロ
ナ
禍
だ
け
で
な
く 、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
物

価
高
に
よ
る
生
活
の
不
安
定
化
な
ど
悩

み
多
き
世
の
中
で
す 。
こ
の
よ
う
な
時

だ
か
ら
こ
そ 、

人
生
の
貴
重
な一
時
期

を
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
ご
し
た
も
の

が
時
を
経
て
新
た
な
交
流
を
図
る
こ
と

は 、

そ
れ
な
り
の
意
義
が
あ
り 、

触
れ

合
い
に
よ
り
大
き
な
喜
び
を
得
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か 。
（
長
沼）



「きょうかん」第16号の正誤訂正のお知らせ

該当ページ 誤(x) 正(0)

P2 の写真の脚注 「川内荻ホ ール」 「川内萩ホール」

P7、 1 段目 •4 行目 現在は「特殊支援教育・ 現在は「特別支援教育・

上記の件、 お詫び申し上げ、訂正させていただきます。




